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理

は
じ
め
に

「
世
界
名
作
劇
場
」
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
七
年
、
及
び
二
〇

〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
日
曜
日
夜
七
時

三
〇
分
〜
の
番
組
枠
で
放
送
さ
れ
た
、
㈱
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
二
六
作
、
及
び
劇
場
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
二
作
の

総
称
1

で
あ
り
、
同
社
が
版
権
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
名
称

で
も
あ
る
。「
世
界
名
作
劇
場
」
の
作
品
は
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
の
時

点
で
も
二
番
組
が
Ｃ
Ｓ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
ほ
か
2
、
多
く
の
作
品
が
複

数
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
も

様
々
な
層
に
視
聴
さ
れ
て
い
る
。

「
世
界
名
作
劇
場
」
が
視
聴
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば

『
女
性
セ
ブ
ン
』
の
二
〇
二
一
年
九
月
一
六
日
号
に
お
い
て
「
世
界
名
作
シ

リ
ー
ズ
総
選
挙
！
」
と
い
う
特
集
3

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
視
聴
世
代
へ
の
企

画
と
し
て
組
ま
れ
た
。
同
じ
く
二
〇
二
一
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
ス
ト
リ
ー
ト
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
中
山
楓
奈
選
手

が
、
競
技
前
に
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
『
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
』（
一
九

七
七
）
の
曲
を
聴
い
て
い
た
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
発
言
し
た
こ
と
も
話

題
に
な
っ
た
4
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「
世
界
名
作
劇
場
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
場
合
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
、
先
述
の
『
女
性
セ
ブ
ン
』
の
よ
う
に
、

放
送
時
に
視
聴
し
て
い
た
世
代
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
、
一
六
歳
の
中
山
選
手
が
Ｃ
Ｓ
で
の
視
聴
を
き
っ
か
け

に
、「
ラ
ス
カ
ル
」
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、「
世
界
名
作
劇
場
」

が
今
日
ま
で
世
代
を
超
え
て
知
れ
わ
た
り
、
新
た
な
視
聴
層
を
獲
得
し
続

け
て
い
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
群
で
あ
る
と
い
う
一
端
を
示
し
た
点

で
重
要
で
あ
っ
た
。

 

―
『
若
草
物
語 

ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生
』
に
み
る
作
品
間
の
つ
な
が
り

「
世
界
名
作
劇
場
」と
い
う
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
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で
は
こ
の
よ
う
に
普
及
し
続
け
て
い
る
「
世
界
名
作
劇
場
」
と
は
一
体

ど
の
よ
う
な
作
品
群
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
い
う
と
、
欧
米
圏
を
主
と

す
る
外
国
の
古
典
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
児
童
文
学
、
い
わ
ゆ
る
「
世
界
名
作
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
原
作
を
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
日
曜
日
夜
七
時
三
〇
分

の
放
送
枠
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
番
組
化
し
た
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
作
品
群
で
あ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
同
じ
傾
向
の
番
組
を
二
〇
年
以
上

に
わ
た
り
制
作
・
放
送
し
た
こ
と
で
、
放
送
枠
が
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
こ
と

だ
5
。
そ
の
た
め
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し

な
が
ら
も
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。「
名
作
路
線
」6
と

も
呼
ば
れ
る
こ
の
共
通
性
は
、
い
い
か
え
れ
ば
外
国
の
児
童
文
学
を
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻
案
す
る
規
格
7

と
い
え
る
。
ゆ
え
に
「
世
界
名

作
劇
場
」
の
共
通
性
を
探
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国
の
児
童
文
学

の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、「
世
界
名
作
劇
場
」
は
、
各
原
作
の

翻
案
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
、
シ
リ
ー
ズ
自
体
を
対
象

と
し
た
研
究
は
多
く
な
い
。
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
畠
山
兆

子
と
8

ひ
こ
・
田
中
9

の
も
の
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
主
眼
は
視
聴
者

の
物
語
理
解
や
受
容
の
あ
り
方
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
児
童
文
学

を
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻
案
す
る
規
格
と
し
て
の
「
世
界
名
作
劇

場
」
に
着
目
し
た
研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

し
か
し
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
規
格
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
制
作
・
放

送
さ
れ
る
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
か
ら
完
全
に

確
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ
中
期
の
『
牧
場
の
少

女
カ
ト
リ
』（
一
九
八
四
）
で
視
聴
率
の
低
迷
が
問
題
視
さ
れ
て
か
ら
は
、

従
来
の
傾
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
よ
り
視
聴
率
が
獲
得
で
き
る
作
品
を

目
指
し
、
シ
リ
ー
ズ
の
な
か
で
の
表
現
可
能
な
範
囲
を
模
索
す
る
様
子
も

み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ン
の
冒
険
』（
一
九
八
九
）
の

よ
う
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
、『
七
つ
の
海
の
テ
ィ
コ
』（
一
九
九
四
）
の
よ

う
に
原
作
の
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
登
場
が
そ
の
例
で
あ
る
。
加
え
て

「
世
界
名
作
劇
場
」
の
作
品
は
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
共
通
性
を
も
っ
て

い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
お
り
、
作
品
ご
と
に

原
作
も
違
え
ば
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
も
演
じ
る
声
優
も
都
度
、
入
れ
か
わ
る
。

だ
が
ま
た
一
方
で
は
す
べ
て
の
作
品
を
同
じ
制
作
会
社
が
手
が
け
た
背
景

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
や
声
優
に
は
複
数
の
作
品
に
参
加
し
た
り
、
た
び
た
び

同
じ
組
み
合
わ
せ
で
起
用
さ
れ
た
り
と
、
一
つ
一
つ
は
独
立
し
た
作
品
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
間
に
は
連
綿
と
し
た
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
。
こ
の

よ
う
な
事
情
か
ら
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
共
通
性
を
探
る
に
は
、
単
に
す

べ
て
の
作
品
を
比
較
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
各
作
品
を
ほ
か
の

作
品
と
の
関
連
も
含
め
て
分
析
し
、
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
共
通
性
を
探
る
手
が
か
り

と
し
て
、
一
九
九
三
年
に
放
送
さ
れ
た
、
第
十
九
作
『
若
草
物
語　

ナ
ン

と
ジ
ョ
ー
先
生
』（
以
後
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』）
を
取
り
上
げ
る
。『
ナ
ン
と

ジ
ョ
ー
』
は
、
ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ
ト
（Louisa M

ay Alcott 

一
八

三
二
―
八
八
）
の
『
第
三
若
草
物
語
』（Little M

en 

一
八
七
一
）（
以
後
『
第

三
若
草
』）
を
原
作
と
し
た
作
品
で
あ
る
。『
第
三
若
草
』
は
、
ベ
ア
教
授

と
の
結
婚
後
に
ジ
ョ
ー
が
開
い
た
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
学
園
を
舞
台
と
し
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て
い
る
。
原
作
の
物
語
は
、
生
徒
達
の
日
常
や
成
長
を
描
い
た
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
群
像
劇
で
、
ダ
ン
と
ナ
ッ
ト
と
い
う
二
人

の
孤
児
の
生
徒
が
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
明
確
な
主
人
公
は
存

在
し
な
い
。
こ
の
原
作
を
、
生
徒
の
一
人
「
ノ
ー
テ
ィ
（
お
て
ん
ば
）
ナ

ン
10
」
こ
と
ア
ニ
ー
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
少
女
と
ジ
ョ
ー
を
中
心
に
、

一
年
間
、
全
四
〇
話
の
作
品
と
し
て
構
成
し
た
の
が
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』

で
あ
る
。

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
一
つ

目
は
、
本
作
が
、
一
九
八
七
年
に
こ
の
番
組
枠
で
『
若
草
物
語
』（Little 

W
om

en 

一
八
六
八
）
を
ア
ニ
メ
化
し
た
『
愛
の
若
草
物
語
』（
以
後
『
愛
の

若
草
』）
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
点
で
、
先
行
作
と
の
明
確
な
つ
な
が
り

を
も
つ
か
ら
だ
。
二
つ
目
は
、
本
作
が
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
な
か
で
も

「
久
し
ぶ
り
の
名
作
ら
し
い
名
作
11

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ

の
作
品
は
制
作
の
段
階
か
ら
「
名
作
劇
場
ら
し
い
作
品
の
復
活
」
を
目
指

し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
本
作
の
た
め
、
当
時
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
に
在
籍
し

て
い
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
佐
藤
好
春
（
一
九
五
八
―
）
が
復
帰
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
12
。
こ
の
「
名
作
劇
場
ら
し
い
作
品
の
復
活
」
と

は
、
本
作
が
そ
れ
ま
で
の
「
世
界
名
作
劇
場
」
作
品
、
い
い
か
え
れ
ば
「
名

作
路
線
」
を
内
包
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、
本
作
に
は
シ
リ
ー
ズ

を
象
徴
す
る
代
表
作
の
一
つ
『
赤
毛
の
ア
ン
』（
一
九
七
九
）（
以
後
『
ア

ン
』）
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
こ
の
よ
う
に

過
去
作
品
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、
本
作
は
先
行
作
品
に
な
い
新

た
な
要
素
を
備
え
た
作
品
と
し
て
独
自
性
も
有
し
て
い
る
か
ら
だ
。
特
に

本
作
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
枠
物
語
の
構
造
を
用
い
た
過
去
の
回
想
と
い
う

演
出
は
、
の
ち
の
劇
場
版
「
世
界
名
作
劇
場
」
に
も
み
ら
れ
、
後
続
の
作

品
に
も
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
次
の
三
つ
に
着
目
し
て
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』

の
分
析
を
行
う
。
ま
ず
、
前
作
『
愛
の
若
草
』
と
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の

連
続
性
と
分
離
を
検
証
す
る
。
次
に
本
作
が
「
名
作
路
線
」
を
内
包
し
た

作
品
で
あ
る
こ
と
を
、『
ア
ン
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

さ
ら
に
本
作
の
独
自
性
を
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と
い
う
世
代
が
異
な
る
二
人

の
女
性
の
主
人
公
化
、
及
び
物
語
構
造
の
二
点
か
ら
検
討
す
る
。
こ
れ
ら

に
着
目
す
る
こ
と
で
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
作
品
を
つ
な
ぐ
連
綿
と
し

た
つ
な
が
り
を
あ
ぶ
り
だ
し
、
シ
リ
ー
ズ
の
共
通
性
を
検
討
す
る
手
が
か

り
に
し
た
い
。

一
．『
愛
の
若
草
』
と
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
連
続
性
と
分
離

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
が
『
愛
の
若
草
』
の
続
編
に
あ
た
る
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
は
、
フ
ァ
ン
の
間
で
も
議
論
の
的
に
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
代

表
的
な
考
察
に
は
、
ち
ば
か
お
り
の
「
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生
は
愛
の
若

草
物
語
の
続
編
か
？
13

」
が
あ
る
。
こ
の
考
察
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
を
『
愛
の
若
草
』
の
続
編
と
み
る
根
拠
の
一
つ

に
は
、
同
じ
声
優
が
同
じ
配
役
で
起
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
実
際
『
ナ

ン
と
ジ
ョ
ー
』
に
は
、
次
の
声
優
が
『
愛
の
若
草
』
と
同
じ
役
で
登
場
す

る
。
ジ
ョ
ー
…
山
田
栄
子
（
一
九
五
三
―
）、
メ
グ
…
潘
恵
子
（
一
九
五
三
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―
）、
メ
ア
リ
ー
・
マ
ー
チ
…
中
西
妙
子
（
一
九
三
一
―
）、
ロ
ー
リ
ー
…

飛
田
展
男
（
一
九
五
九
―
）、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
…
小
島
敏
彦
（
一
九
四

〇
―
）。
こ
の
声
優
の
起
用
が
、
前
作
か
ら
の
連
続
性
を
意
識
し
た
表
れ

で
あ
る
こ
と
は
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
監
督
、
楠
葉
宏
三
（
一
九
四
七
―

二
〇
一
八
）
の
「
も
ち
ろ
ん
『
若
草
物
語
』
の
そ
の
後
の
話
と
し
て
意
識
し

て
作
り
ま
し
た
。
声
優
さ
ん
も
、
例
え
ば
メ
グ
は
潘
恵
子
さ
ん
、
ジ
ョ
ー

も
山
田
栄
子
さ
ん
以
外
に
使
う
わ
け
い
か
な
い
で
す
か
ら
ね
14
。」
の
言

葉
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。

一
方
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
が
『
愛
の
若
草
』
の
続
編
に
あ
た
ら
な
い
と

さ
れ
る
根
拠
に
は
、
両
作
の
舞
台
設
定
が
異
な
る
と
い
う
点
が
あ
が
る
。

『
愛
の
若
草
』
で
は
舞
台
が
、
架
空
の
町
ニ
ュ
ー
コ
ー
ド
と
な
っ
て
い
た
。

設
定
が
こ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
背
景
に
は
、『
愛
の
若
草
』
の
前
年
に
放

送
さ
れ
た
『
愛
少
女
ポ
リ
ア
ン
ナ
物
語
』（
一
九
八
六
）
に
お
い
て
、
原
作

の
『
若
草
物
語
』
の
舞
台
で
あ
る
コ
ン
コ
ー
ド
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
た
め
、
背
景
が
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
架
空
の
町
を
設
定
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
15
。
だ
が
こ
の
ニ
ュ
ー
コ
ー
ド
の
設

定
は
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
に
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。

「
世
界
名
作
劇
場
」
で
は
、
原
作
を
一
年
間
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻

案
す
る
た
め
、
プ
ロ
ッ
ト
の
順
序
を
変
更
し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
登
場
人
物
が
盛
り
こ
ま
れ
る
こ
と
が
間
々
あ
る
が
、
そ
の
な
か

で
も
『
愛
の
若
草
』
は
、
先
述
し
た
舞
台
設
定
以
外
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
上

に
も
大
き
な
改
変
が
あ
っ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
原
作
の『
若
草
物
語
』

は
、
南
北
戦
争
に
出
征
し
た
父
親
が
不
在
の
な
か
、
四
姉
妹
が
母
へ
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
相
談
し
あ
う
場
面
か
ら
始
ま
る
。
一
方
『
愛
の

若
草
』
で
は
、
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
一
家
が
、
戦

火
を
さ
け
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
コ
ー
ド
の
大
叔
母
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
新

し
い
家
を
探
す
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
が
四
八
話
中
、
一
〇
話

以
上
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
。（
な
お
原
作
の
冒
頭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

描
か
れ
る
の
は
、
二
一
話
で
あ
る
。）
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
核
は
原
作

と
同
様
に
次
女
の
ジ
ョ
オ
が
担
う
も
の
の
、
全
体
の
語
り
を
務
め
る
視
点

人
物
が
末
っ
子
の
エ
イ
ミ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
も
大
き
な
改
変
箇
所
だ
。

こ
れ
と
比
較
す
る
と
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
で
は
舞
台
設
定
が
原
作
本

来
の
舞
台
で
あ
る
コ
ン
コ
ー
ド
に
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
登
場
人
物
の
名
前

も
、
ジ
ョ
オ
は
ジ
ョ
ー
に
、『
愛
の
若
草
』
で
は
カ
ー
ル
・
ブ
ル
ッ
ク
と

変
更
さ
れ
て
い
た
メ
グ
の
結
婚
相
手
も
、
本
作
で
は
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
ッ

ク
と
原
作
の
翻
訳
に
近
い
名
前
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
作
で
語
り

を
担
当
し
た
エ
イ
ミ
ー
は
、
本
作
に
は
登
場
し
な
い
16
。
加
え
て
『
ナ
ン

と
ジ
ョ
ー
』
は
、
ナ
ン
を
主
人
公
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
構
成
し
直
し
な
が
ら

も
、
基
本
的
に
は
「
原
作
に
忠
実
に
ア
ニ
メ
化
す
る
17
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
お
り
、
原
作
の
一
部
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
前
作
の
よ

う
に
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
箇
所
か
ら
は
、
前
作
と
の
つ
な
が
り
は
維
持
し
つ
つ
も
、

よ
り
原
作
の
世
界
観
に
近
い
新
た
な
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
本
作
の
制
作

者
の
姿
勢
を
み
て
と
れ
る
。
実
際
、
本
作
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
中
島
順

三
（
一
九
三
八
―
）
は
、
前
作
の
続
編
と
い
う
こ
と
を
ど
の
程
度
、
意
識

し
た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
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そ
れ
は
、
意
識
し
ま
し
た
け
ど
、
基
本
的
に
は
、
ジ
ョ
ー
先
生
も

子
供
の
と
き
と
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
は
は
っ
き
り
と
違
い
ま
す

し
、
周
り
に
い
る
子
供
た
ち
は
全
く
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す

か
ら
。
タ
イ
ト
ル
的
に
は
続
編
に
な
っ
て
い
て
も
、
中
身
は
全
く

別
物
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。18

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
同
じ
声
優
を
起
用
す
る

な
ど
の
点
で
『
愛
の
若
草
』
の
続
き
も
の
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
は
い

る
が
、
完
全
な
続
編
で
は
な
く
、
原
作
の
『
第
三
若
草
』
を
翻
案
し
た
別

個
の
新
し
い
作
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
傾
向
が
よ
く
表
れ
て
い
る
の
が
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
か

ら
三
話
に
挿
入
さ
れ
た
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
序
盤

を
つ
な
ぐ
演
出
で
あ
る
。
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
と
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
や
ド
ラ
マ
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
前
に
流
れ
る
プ
ロ
ロ
ー

グ
箇
所
の
こ
と
を
い
う
。『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
か
ら
三
話
に
挿
入

さ
れ
た
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
へ
の
流
れ
に
は
、
か
つ
て

の
『
愛
の
若
草
』
か
ら
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
に
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、
新

し
い
物
語
が
始
ま
る
様
子
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
一
19（
図

一
）
の
カ
ッ
ト
が
映
る
と
、
次
の
語
り
が
入
る
。「
若
草
物
語
の
四
姉
妹
、

メ
グ
、
ジ
ョ
ー
、
ベ
ス
、
エ
イ
ミ
ー
。
月
日
は
流
れ
、
夢
見
る
少
女
た
ち

も
い
つ
し
か
大
人
に
な
り
ま
し
た
20
。」
こ
の
語
り
の
間
に
カ
メ
ラ
は
写

真
一
に
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
、「
月
日
は
流
れ
〜
」
の
箇
所
か
ら
ジ
ョ
オ
の

姿
だ
け
が
カ
ラ
ー
に
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
し
て
語
り
が
次
の
文
、「
あ
の

勝
ち
気
な
ジ
ョ
ー
も
結
婚
し
、
希
望
に
溢
れ
る
人
生
を
歩
み
だ
し
た
の
で

す
21
。」
を
言
い
始
め
る
と
、
画
面
は
大
人
に
な
っ
た
ジ
ョ
ー
と
ナ
ン
の

カ
ラ
ー
写
真
（
図
二
）
に
変
わ
る
。
こ
の
語
り
が
終
わ
る
と
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
序
奏
が
始
ま
る
。
画
面
も
舞
台
の
カ
ー
テ
ン
が
開
い
て
い
く
カ
ッ
ト

に
変
わ
り
、
カ
ー
テ
ン
が
開
く
と
、
暗
い
な
か
で
向
か
い
合
う
ジ
ョ
ー
と

ナ
ン
が
映
る
。（
図
三
）
こ
こ
で
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
が
入
り
、
そ
れ
が
終

わ
る
と
、
画
面
は
明
る
く
な
り
、
背
景
も
花
畑
に
変
わ
る
（
図
四
）。
こ

こ
か
ら
カ
メ
ラ
が
ナ
ン
の
横
顔
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
と
、
彼
女
の
身

体
が
動
い
て
視
聴
者
に
目
線
を
向
け
る（
図
五
）。
す
る
と
序
奏
が
終
わ
り
、

曲
の
詞
が
始
ま
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

写
真
一
の
四
姉
妹
の
モ
ノ
ク
ロ
カ
ラ
ー
は
過
去
の
時
間
を
、
一
の
写
真

の
な
か
で
本
作
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
中
心
人
物
で
あ
る
ジ
ョ
オ
の
み
に

色
が
つ
い
て
い
く
の
は
彼
女
が
前
作
か
ら
過
ご
し
て
き
た
時
間
を
、
そ
し

て
写
真
二
の
ジ
ョ
ー
先
生
と
ナ
ン
の
フ
ル
カ
ラ
ー
は
現
在
の
時
間
を
そ
れ

ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
こ
の
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
冒
頭

ま
で
の
一
連
の
流
れ
は
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
が
前
作
と
い
う
過
去
を
内

包
し
な
が
ら
、
別
の
作
品
と
し
て
新
た
な
物
語
の
幕
を
開
け
る
と
い
う
、

本
作
の
位
置
づ
け
そ
の
も
の
を
象
徴
し
て
い
る
。

こ
の
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

な
か
で
も
ナ
ン
の
登
場
編
に
あ
た
る
導
入
パ
ー
ト
と
一
致
す
る
22
。
注
目

に
値
す
る
の
は
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
導
入
パ
ー
ト
に
は
、『
愛
の
若
草
』
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だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
「
世
界
名
作
劇
場
」
作
品
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
も

み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
そ
の
作
品
と
は
「
名
作
路
線
」
を
象
徴
す
る
代
表
作

の
一
つ
、『
ア
ン
』
で
あ
る
。

二
．
過
去
作
品
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
か
ら
み
え
る
も
の
： 

ア
ン
と
ナ
ン
の
対
比

一
般
に
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
の
序
盤
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
視
聴
者
を
作
品

世
界
に
導
入
す
る
重
要
な
パ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
特
徴
や
方
向
性

が
よ
く
表
れ
る
も
の
だ
。
本
作
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
、
全
四
〇
話
の
な
か

で
、
最
初
の
一
か
月
に
放
送
さ
れ
た
第
一
話
〜
四
話
（
一
話
「
プ
ラ
ム
フ

ィ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
」、
二
話
「
川
と
野
原
は
ス
テ
キ
な
教
室
!!
」、
三

話
「
イ
チ
ゴ
つ
み
と
黒
い
森
」、
四
話
「
約
束
の
小
箱
」）
は
、
ナ
ン
が
初

め
て
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
学
園
に
来
て
、
ジ
ョ
ー
と
心
を
通
わ
せ
る
な
か

で
新
し
い
生
活
に
な
じ
む
と
い
う
、
ナ
ン
登
場
編
と
い
え
る
展
開
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
四
話
で
構
成
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー

と
い
う
二
人
の
女
性
を
主
人
公
に
学
園
で
の
生
活
を
描
く
と
い
う
、
本
作

の
方
向
性
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
作
の
独
自
性
で
あ
る

こ
と
は
次
項
で
検
証
す
る
が
、
そ
の
前
に
本
項
で
は
こ
の
導
入
部
分
に
お

け
る
『
ア
ン
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
指
摘
す
る
。
オ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
制
作

者
の
先
行
作
品
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
で
あ
り
、
先
行
作
を
下
敷
き
に
新
た
な

物
語
を
作
る
と
い
う
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
本
作
が
『
愛
の
若
草
』
だ
け
で
な
く
、「
世
界
名
作
劇
場
」
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の
過
去
作
品
、
い
い
か
え
れ
ば
「
名
作
路
線
」
の
あ
り
方
や
歴
史
を
内
包

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
ど
の
よ
う
に
新
た
な
作
品

を
作
り
上
げ
た
の
か
と
い
う
、
次
項
の
考
察
に
つ
な
げ
た
い
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
ア
ン
』
は
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
な
か
で
も

代
表
作
の
一
つ
だ
が
、
そ
れ
は
視
聴
者
の
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
制
作
者
の
間
で
「
名
作
路
線
」
を
象
徴
す
る
代
表
格
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
意
味
す
る
。
実
際
、「
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
」
の
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
本
作
、
及
び
「
世
界
名
作
劇
場
」
作
品
に
関
わ
る
う
え

で
『
ア
ン
』
が
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
楠
葉
宏
三
は
、『
ア
ン
』
を
「
私
に
と
っ
て
の
最
高
峰
23
」
と
評
し
、
同

作
の
高
畑
勲
監
督
（
一
九
三
五
―
二
〇
一
八
）
の
演
出
に
強
い
影
響
を
受

け
た
と
語
る
24
。
ま
た
佐
藤
好
春
作
画
監
督
も
、『
ア
ン
』
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
務
め
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
、
近
藤
喜
文
（
一
九
五
〇
―
一

九
九
八
）
が
自
分
の
原
点
で
あ
り
、「
ア
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

が
僕
に
と
っ
て
の
「
名
作
」
25

」
と
述
べ
る
。
加
え
て
こ
れ
も
先
述
し
た

よ
う
に
、『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
制
作
背
景
に
は
、「
名
作
劇
場
ら
し
い
作

品
の
復
活
」
を
目
指
す
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、

本
作
が
『
ア
ン
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
ご
く
自
然
な

解
釈
と
い
え
る
。

　
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
に
は
『
ア
ン
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
感
じ
さ
せ
る
箇

所
が
随
所
に
あ
る
が
、
と
り
わ
け
顕
著
な
の
が
導
入
パ
ー
ト
で
あ
る
。
そ

の
な
か
で
も
一
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
設
定
や
展
開
に
は
、『
ア
ン
』
の
一

話
「
マ
シ
ュ
ウ
・
カ
ス
バ
ー
ト
驚
く
」
を
下
敷
き
に
し
た
部
分
が
多
く
み

う
け
ら
れ
る
。『
ア
ン
』
の
一
話
の
展
開
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
グ

リ
ー
ン
ゲ
イ
ブ
ル
ズ
の
カ
ス
バ
ー
ト
兄
妹
と
暮
ら
す
た
め
プ
リ
ン
ス
・
エ

ド
ワ
ー
ド
島
に
や
っ
て
来
た
ア
ン
は
、
ブ
ラ
イ
ト
リ
バ
ー
駅
で
一
人
、
迎

え
を
待
つ
。
兄
の
マ
シ
ュ
ウ
が
馬
車
で
彼
女
を
迎
え
に
来
る
。
自
分
の
到

着
を
心
か
ら
喜
ぶ
ア
ン
に
、
マ
シ
ュ
ウ
は
、
実
は
引
き
取
り
た
い
の
は
男

の
子
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
出
来
ず
、
家
に
連
れ
て
い
く
が
、
道
中
で
彼

女
の
お
喋
り
に
魅
了
さ
れ
、
彼
女
の
理
解
者
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対

し
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
は
、
大
人
に
な
っ
た
ナ
ン
が
過
去
を
回
想

す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
が
、（
こ
の
部
分
は
次
項
で
考
察
す
る
）
メ
イ
ン

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ナ
ン
が
、
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
学
園
に
入
学
す
る
た

め
コ
ン
コ
ー
ド
駅
に
降
り
立
つ
場
面
か
ら
始
ま
る
。
ジ
ョ
ー
は
夫
の
ベ
ア

教
授
と
馬
車
で
彼
女
を
迎
え
に
行
く
。
だ
が
「
じ
ー
っ
と
し
て
何
か
を
待

っ
て
る
な
ん
て
、
世
界
で
一
番
苦
手
な
の
26
」
と
い
う
ナ
ン
は
、
ジ
ョ
ー

の
到
着
を
待
ち
き
れ
ず
一
人
で
学
園
に
向
か
い
、
ほ
か
の
生
徒
と
騒
動
を

起
こ
す
。
し
か
し
ジ
ョ
ー
は
そ
ん
な
ナ
ン
を
「
あ
な
た
っ
て
何
て
素
敵
な

子
な
の
！
27
」
と
歓
迎
し
、
彼
女
の
理
解
者
に
な
る
。

ま
と
め
る
と
『
ア
ン
』
と
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
は
、
次
の
三
つ
の

点
で
共
通
し
て
い
る
。
一
点
目
は
主
人
公
の
少
女
が
新
し
い
環
境
に
や
っ

て
来
る
こ
と
、
二
点
目
は
そ
の
環
境
で
自
分
の
最
初
の
理
解
者
と
な
る
人

物
と
出
会
う
こ
と
、
三
点
目
は
一
人
で
駅
に
着
い
た
少
女
が
理
解
者
と
な

る
人
物
の
迎
え
を
待
つ
場
面
か
ら
物
語
が
動
き
出
す
こ
と
だ
。
原
作
の

『
第
三
若
草
』
で
は
、
ナ
ン
は
初
登
場
の
時
点
で
過
去
に
こ
の
学
園
に
来

た
こ
と
が
あ
る
と
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
ア
ニ
メ
版
の
ナ
ン
の
よ
う
に
突
然
、



「世界名作劇場」というアダプテーション

47

新
し
い
環
境
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
ジ
ョ
ー
や
ベ

ア
が
彼
女
を
駅
に
迎
え
に
行
っ
た
り
、
ナ
ン
が
一
人
で
い
き
な
り
学
園
に

来
て
し
ま
っ
た
り
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
『
ナ

ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
は
、
原
作
と
い
う
よ
り
『
ア
ン
』
の
一
話
を
下
敷

き
に
し
た
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
は
、
二
つ
の
効
果
が
あ
る
。
一
つ
は
『
ア
ン
』
の

傾
向
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
、
導
入
パ
ー
ト
に
お
け
る
ナ
ン
の
物
語
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
だ
。『
ア
ン
』
は
、
原
作
で
も
ア
ニ
メ
版
で
も
、
彼
女
が
カ

ス
バ
ー
ト
兄
妹
に
受
け
入
れ
ら
れ
、「
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ブ
ル
ス
の
ア
ン
」

に
な
る
過
程
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
他
方
『
第
三
若
草
』
で
は
、
ナ

ン
は
最
初
か
ら
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
を
知
っ
て
お
り
、
新
し
い
環
境
で

居
場
所
を
得
よ
う
と
す
る
葛
藤
が
な
い
。
だ
が
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
で
は
、

『
ア
ン
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
ナ
ン
が
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー

ル
ド
に
自
分
の
居
場
所
を
見
出
す
過
程
を
、
つ
ま
り
彼
女
が
「
プ
ラ
ム
フ

ィ
ー
ル
ド
の
ナ
ン
」
に
な
る
ま
で
の
物
語
を
創
り
だ
す
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。
二
つ
は
、
ア
ン
と
ナ
ン
の
物
語
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
ヒ
ロ

イ
ン
の
対
比
構
造
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
駅
で
迎
え
を
待
つ
と
い
う

同
じ
状
況
に
置
か
れ
た
と
き
、
空
想
し
な
が
ら
も
一
人
じ
っ
と
迎
え
を
待

つ
ア
ン
と
、
自
ら
学
園
に
歩
き
出
し
て
し
ま
う
ナ
ン
の
行
動
は
対
照
的
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
ナ
ン
が
従
来
の
「
名
作
路
線
」
を
踏
襲
し
た
物
語
の

な
か
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
主
人
公
と
は
異
な
る
新
し
い
ヒ
ロ

イ
ン
像
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
の
ア
ン
、
ナ
ン
、
そ
し
て

ジ
ョ
ー
の
対
比
は
物
語
だ
け
で
な
く
、
声
優
の
配
役
に
も
表
れ
て
い
る
。

声
優
の
配
役
が
作
品
に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
る
際
に
大
き
な
効
果
を
持
つ

こ
と
は
前
項
で
も
指
摘
し
た
が
、
実
は
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
と
『
ア
ン
』
の

間
に
も
配
役
に
よ
る
つ
な
が
り
が
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
ジ
ョ
ー
役
の

山
田
栄
子
は
、『
ア
ン
』
の
ア
ン
役
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
声
優
な
の
だ
。
他

方
ナ
ン
役
の
松
倉
羽
鶴
（
一
九
六
八
―
）
は
、
こ
の
作
品
が
本
格
的
な
声

優
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
声
優
に
よ
る
ア
ン
、
ナ
ン
、
ジ
ョ
ー
の
つ

な
が
り
は
、
フ
ァ
ン
ブ
ッ
ク
で
も
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
ナ
ン
を
演
じ
た
松
倉
羽
鶴
は
、
舞
台
出
身
の
役
者
。

当
時
は
ま
だ
新
人
で
、
声
優
と
し
て
の
仕
事
も
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー

先
生
』
が
初
め
て
だ
っ
た
。
一
方
、
ジ
ョ
ー
を
演
じ
た
山
田
栄
子

も
『
赤
毛
の
ア
ン
』
で
、
い
き
な
り
主
役
デ
ビ
ュ
ー
し
た
経
験
の

持
ち
主
。
か
つ
て
の
自
分
が
重
な
っ
て
見
え
た
の
か
、
ア
フ
レ
コ

ス
タ
ジ
オ
で
は
、
つ
ね
に
後
輩
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
先
輩
…
…

と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
さ
に
、
ジ
ョ
ー
と
ナ
ン
そ
の
ま

ま
で
あ
る
。28

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
一
話
で
ナ
ン
を
歓
迎
す
る
ジ
ョ
ー
の
セ
リ
フ
は
、

か
つ
て
ア
ン
役
を
務
め
た
声
優
が
、
過
去
の
自
分
と
同
じ
く
「
世
界
名
作

劇
場
」
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
後
輩
を
見
守
る
状
況
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
お
り
、
作
品
世
界
の
関
係
性
に
も
説
得
力
を
与
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
実
は
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
で
は
、
ア
ン
と
マ
シ
ュ
ウ
の
関
係
も
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オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
取
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
学
園
で
働
く
農
夫
サ
イ
ラ
ス

は
、
原
作
で
も
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
る
存
在
だ
が
、
ア
ニ
メ
版
で
は
ナ
ン

と
ジ
ョ
ー
の
理
解
者
と
し
て
原
作
よ
り
も
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
こ
の
役
の
声
優
が
『
ア
ン
』
の
マ
シ
ュ
ウ
を
務
め
た
槐
柳
二
（
一

九
二
八
―
二
〇
一
八
）
だ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
間
違

い
な
い
。
サ
イ
ラ
ス
は
ま
だ
ナ
ン
が
ジ
ョ
ー
以
外
に
は
よ
く
思
わ
れ
て
い

な
い
二
話
の
時
点
で
、
既
に
彼
女
の
理
解
者
と
な
っ
て
お
り
、
ナ
ン
の
授

業
づ
く
り
に
協
力
す
る
。
ま
た
少
し
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
な
る
が
、
一
六

話
「
学
校
が
燃
え
る
！
」
で
は
生
徒
の
一
人
、
ダ
ン
と
の
接
し
方
に
悩
む

ジ
ョ
ー
を
、
サ
イ
ラ
ス
が
励
ま
し
、
見
守
る
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
の
マ
シ

ュ
ウ
と
ア
ン
の
関
係
を
下
敷
き
に
し
た
サ
イ
ラ
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
制

作
者
か
ら
視
聴
者
へ
の
目
く
ば
せ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
長
寿
番
組
枠
の
遊

び
心
で
あ
る
と
も
に
、
作
品
間
の
つ
な
が
り
の
裏
付
け
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
、
前
作
『
愛
の
若
草
』
だ
け
で
は
な

く
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
過
去
作
品
で
あ
る
『
ア
ン
』
も
オ
マ
ー
ジ
ュ
の

形
で
と
り
こ
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
決
し
て
そ
れ
ま

で
の
作
品
を
焼
き
直
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
作
り
上
げ
た
土

台
を
継
承
し
た
う
え
で
新
た
な
物
語
を
作
る
と
い
う
制
作
者
の
姿
勢
の
表

れ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
本
作
の
独
自
性
は
、
ナ
ン
を
ア
ン
と
は
対
照
的
な

ヒ
ロ
イ
ン
像
に
造
形
し
た
点
に
加
え
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と
い
う
世
代
が
異

な
る
二
人
の
女
性
を
主
人
公
化
し
た
点
、
及
び
枠
物
語
の
構
造
を
用
い
た

過
去
の
回
想
と
い
う
演
出
に
も
み
ら
れ
る
。

三
．『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
独
自
性
：
二
つ
の
目
線
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー

と
い
う
世
代
が
異
な
る
二
人
の
女
性
を
主
人
公
と
し
て
い
る
。
こ
の
二

人
は
、
も
と
も
と
原
作
の
『
第
三
若
草
』
で
も
相
通
じ
る
も
の
を
も
つ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
作
で
は
二
人
の
類
似
性
が
よ

り
強
化
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
そ
れ
が
明
確
に
提
示
さ
れ
る
の
は
、『
ナ

ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
導
入
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
最
終
話
、
四
話
の
「
約
束
の
小
箱
」

で
あ
る
。
こ
の
話
は
三
話
の
「
イ
チ
ゴ
つ
み
と
黒
い
森
」
か
ら
続
く
二
話

連
続
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
こ
の
二
つ
の
話
は
、
原
作
の
第
一
二
章
「
ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
摘
み
29
」
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
作
の
あ
ら
す
じ
は

次
の
通
り
だ
。
生
徒
が
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
摘
み
に
行
く
↓
ナ
ン
が
言
い
つ

け
を
破
り
迷
子
に
な
る
↓
発
見
さ
れ
る
↓
ジ
ョ
ー
が
か
つ
て
、
自
分
が
母

親
に
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
罰
を
ナ
ン
に
与
え
る
↓
和
解
す
る
。
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
原
作
で
も
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
の
類
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
が
、

ア
ニ
メ
版
で
は
そ
れ
が
ジ
ョ
ー
自
ら
の
セ
リ
フ
で
も
語
ら
れ
る
。
和
解
の

場
面
で
、
ジ
ョ
ー
は
ナ
ン
に
「
あ
な
た
は
そ
っ
く
り
だ
わ
、
ジ
ョ
セ
フ
ィ

ン
に
。
お
て
ん
ば
で
、
意
地
っ
張
り
、
男
の
子
に
負
け
た
く
な
く
っ
て
、

自
分
を
ジ
ョ
ー
っ
て
呼
ん
で
い
た
女
の
子
に
ね
。30
」
と
言
う
。
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
要
素
と
し
て
、
ジ
ョ
ー
が
ナ
ン
に
か
つ
て
自
分
が
母
親
に

も
ら
っ
た
約
束
の
小
箱
を
渡
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
が
ナ
ン
に
少
女
時
代
の
自
分
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
、

及
び
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
が
双
子
の
よ
う
な
類
似
性
を
も
つ
こ
と
が
よ
り
強
調
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さ
れ
る
。
小
箱
を
渡
す
と
き
、
ジ
ョ
ー
は
ナ
ン
に
次
の
よ
う
に
語
る
。

（
前
略
）
今
日
か
ら
言
い
つ
け
を
破
り
た
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
気

持
ち
を
こ
の
箱
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
な
さ
い
っ
て
。
そ
の
日
か

ら
、
私
は
こ
の
箱
に
色
ん
な
わ
が
ま
ま
を
閉
じ
込
め
た
わ
。
し
た

く
て
た
ま
ら
な
い
い
た
ず
ら
や
冒
険
を
。（
略
）
い
つ
か
返
し
て

く
れ
る
わ
ね
、
あ
な
た
の
わ
が
ま
ま
を
い
っ
ぱ
い
閉
じ
込
め
て
31

す
る
と
ナ
ン
は
「
あ
り
が
と
う
、
先
生
…
…
（
略
）
も
う
先
生
を
心
配
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
、
先
生
！
32
」
と
、
涙
な
が
ら
に
ジ
ョ
ー

に
飛
び
つ
く
。
こ
の
場
面
は
ナ
ン
が
ジ
ョ
ー
と
心
を
通
い
合
わ
せ
た
瞬
間

で
あ
り
、
新
参
者
の
彼
女
が
「
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ナ
ン
」
に
な
っ
た

と
き
で
も
あ
る
。
こ
れ
で
ナ
ン
登
場
編
は
終
わ
り
、
以
後
は
学
園
の
生
徒

と
し
て
の
ナ
ン
の
日
常
が
描
か
れ
て
い
く
。

特
筆
す
べ
き
点
は
、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
に
対

す
る
ナ
ン
の
目
線
と
ナ
ン
に
対
す
る
ジ
ョ
ー
の
目
線
の
両
方
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
が
ナ
ン
の
導
き
手
と
し
て
の
み
存
在
す
る

の
で
は
な
く
、
視
点
人
物
と
し
て
の
役
割
も
持
ち
、
物
語
に
お
け
る
主
人

公
の
一
人
と
し
て
ナ
ン
と
同
格
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
つ
ま
り
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
、
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
生
活
を
、

ナ
ン
（
子
ど
も
）
の
目
と
ジ
ョ
ー
（
大
人
）
の
目
、
二
つ
の
世
代
の
目
線

か
ら
描
い
て
い
る
の
だ
。
本
作
に
お
い
て
大
人
と
子
ど
も
の
二
つ
の
目
線

へ
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
監
督
の
言
葉
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

楠
葉
「（
前
略
）
ナ
ン
を
主
人
公
に
立
て
て
、
も
う
一
方
で
ナ
ン
を

取
り
巻
く
ジ
ョ
ー
先
生
を
含
め
た
大
人
た
ち
を
描
く
…
…
と
い
う

意
識
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
ナ
ン
の
成
長
が
縦
糸
に
あ
っ
て
、
ジ
ョ

ー
先
生
や
ベ
ア
先
生
、
そ
れ
に
関
わ
る
大
人
た
ち
の
子
供
の
見
守

り
方
が
横
糸
に
あ
る
…
…
。33
」

こ
の
二
つ
の
目
線
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
作
品
を
み
る
視
聴
者
の
目
線
、

す
な
わ
ち
母
親
と
子
ど
も
の
目
線
で
あ
る
。
実
際
、「
世
界
名
作
劇
場
」

の
主
な
視
聴
層
と
し
て
制
作
側
が
意
識
し
て
い
た
の
も
、
母
親
と
子
ど

も
34
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と
い
う
世
代
が
異
な

る
二
人
の
女
性
を
主
人
公
化
し
た
背
景
に
は
、
母
親
と
子
ど
も
、
二
つ
の

世
代
の
視
聴
者
の
目
線
を
代
表
し
、
共
感
で
き
る
人
物
を
配
置
す
る
意
図

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
母
親
の
目
線
を
代
弁
す
る
登
場
人
物
は
、

『
愛
の
若
草
』
の
メ
ア
リ
ー
や
『
ア
ン
』
の
マ
リ
ラ
な
ど
、
過
去
作
品
で
も

描
か
れ
て
き
た
が
、
子
ど
も
視
聴
者
の
目
線
を
担
う
主
人
公
と
同
格
に
位

置
づ
け
た
の
は
、
本
作
が
初
め
て
で
あ
り
、
独
自
の
特
色
と
い
え
る
。

加
え
て
実
は
本
作
に
描
か
れ
た
大
人
の
目
線
は
、
ジ
ョ
ー
の
も
の
だ
け

で
は
な
い
。
前
項
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
の
一
話
の

メ
イ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ナ
ン
が
コ
ン
コ
ー
ド
の
駅
に
着
く
場
面
か
ら

始
ま
る
。
だ
が
一
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
は
、
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
を
卒

業
し
て
医
師
と
な
っ
た
二
一
歳
の
ナ
ン
が
、
一
〇
年
ぶ
り
に
学
園
に
里
帰

り
す
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
最
初
ナ
ン
は
見
慣
れ
な
い
立
派
な
校
舎
に
や

や
戸
惑
い
を
み
せ
、
そ
こ
か
ら
次
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
が
始
ま
る
。
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大
人
に
な
る
と
誰
も
が
忘
れ
て
し
ま
う
。
自
分
が
か
つ
て
は
子
ど

も
だ
っ
た
こ
と
を
。
子
ど
も
時
代
に
ど
ん
な
思
い
出
を
も
っ
た
か

で
、
大
人
の
人
生
が
決
ま
る
の
だ
。
私
は
そ
う
思
う
。
懐
か
し
い

プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
、
子
ど
も
の
頃
、
こ
こ
で
描
い
た
夢
。（
中
略
）

そ
ん
な
魔
法
の
よ
う
な
思
い
出
が
な
け
れ
ば
、
私
は
全
く
別
の
人

生
を
歩
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。35

だ
が
か
つ
て
自
分
が
過
ご
し
た
校
舎
も
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
の
を

み
る
と
顔
に
喜
び
を
浮
か
べ
、
建
物
に
視
線
を
移
す
。
す
る
と
誰
も
い
な

い
校
舎
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
出
し
、
子
ど
も
時
代
の
ナ

ン
と
仲
間
が
走
り
回
る
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
は
消
え
て
い
く
画
面
が
二

度
、
繰
り
返
さ
れ
、
再
び
モ
ノ
ロ
ー
グ
が
入
る
。

そ
の
と
き
、
私
は
ま
だ
一
一
歳
、
こ
の
学
園
と
の
出
会
い
が
、
先

生
と
の
出
会
い
が
、
生
涯
に
た
っ
た
一
度
の
美
し
い
奇
跡
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
も
い
な
か
っ
た
…
…
た
だ
い
ま
！
ジ
ョ
ー
先

生
！！ 
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そ
し
て
二
一
歳
の
ナ
ン
の
顔
が
ア
ッ
プ
に
な
る
と
、
次
の
瞬
間
、
画
面
は

コ
ン
コ
ー
ド
の
駅
舎
に
切
り
変
わ
り
、
一
一
歳
の
ナ
ン
が
駅
に
到
着
す
る

場
面
が
始
ま
る
。
こ
こ
ま
で
の
説
明
が
長
く
な
っ
た
が
、
つ
ま
り
『
ナ
ン

と
ジ
ョ
ー
』
で
描
か
れ
る
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
生
活
は
、
ナ
ン
の
思
い

出
で
あ
り
、
本
作
は
大
人
に
な
っ
た
ナ
ン
が
過
去
の
回
想
を
語
る
と
い
う
、

枠
物
語
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
実
際
、
本
作
の
最
終
話
は
、
回
想

を
終
え
た
現
在
の
ナ
ン
が
懐
か
し
い
ジ
ョ
ー
を
見
つ
け
、
そ
の
胸
に
飛
び

込
ん
で
い
く
姿
を
ひ
き
で
捉
え
た
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
一
話
と
四
〇
話
で
提
示
さ
れ
た
枠
物
語
の
構
造
は
、
二
〜
三
九
話

で
は
伏
線
が
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、（
た
と
え
ば
随
所
に
大
人
の
ナ

ン
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
が
入
る
と
い
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
）
演
出
に
対
す
る

物
議
を
か
も
し
た
37
。
し
か
し
視
聴
者
に
こ
の
回
想
が
ど
こ
ま
で
意
識
さ

れ
て
い
た
の
か
は
さ
て
お
き
、
こ
の
四
〇
話
の
物
語
が
す
べ
て
大
人
の
ナ

ン
の
回
想
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と
い
う
双
子
の
よ
う
な
類

似
性
を
も
っ
た
世
代
の
異
な
る
二
人
の
女
性
の
主
人
公
化
は
、
別
の
意
味

を
帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
一
人
の
女
性
の
過
去
と
現
在
（
未
来
）
の
姿
で

あ
る
。
本
作
で
は
プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
生
活
が
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と

い
う
二
人
の
女
性
の
視
点
か
ら
描
か
れ
た
と
い
う
の
は
先
述
し
た
通
り
だ

が
、
こ
こ
に
内
包
さ
れ
た
語
り
手
と
し
て
の
現
在
の
ナ
ン
の
存
在
を
考
慮

す
る
と
、
子
ど
も
の
ナ
ン
に
向
け
た
ジ
ョ
ー
の
目
は
、
現
在
の
ナ
ン
が
過

去
の
自
分
を
み
つ
め
る
ま
な
ざ
し
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
、
一
人
の
女
性
が
過
去
の
思
い
出
を
語
る
こ
と
で
、

自
分
の
原
点
を
思
い
起
こ
す
物
語
で
も
あ
る
の
だ
。
こ
う
し
た
枠
物
語
の

構
造
、
及
び
登
場
人
物
が
過
去
を
回
想
す
る
と
い
う
形
式
は
、
そ
れ
ま
で

の
「
世
界
名
作
劇
場
」
作
品
に
は
み
ら
れ
な
い
演
出
で
あ
り
、
本
作
の
独

自
性
で
あ
る
。

で
は
こ
の
自
身
の
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
、
一
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

的
な
要
素
は
、
何
の
た
め
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
そ
の
答
え
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は
、
本
作
の
放
送
時
に
『
世
界
名
作
劇
場
』
が
一
九
年
目
を
迎
え
た
長
寿

番
組
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
九
年
と
い
う
年
数

は
、
か
つ
て
子
ど
も
時
代
に
親
と
と
も
に
こ
の
放
送
枠
を
視
聴
し
て
い
た

世
代
が
、
親
と
な
っ
て
子
ど
も
と
一
緒
に
視
聴
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
長
さ
で
あ
る
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
二
世
代
・
三
世
代
間
に
わ
た

っ
て
継
承
さ
れ
る
番
組
を
目
指
し
た
原
点
回
帰
と
し
て
「
名
作
劇
場
ら
し

い
作
品
の
復
活
」
を
図
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
本
作

の
枠
物
語
に
よ
る
回
想
が
真
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
の
は
、
ナ
ン
の
モ
ノ

ロ
ー
グ
で
も
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
か
つ
て
子
ど
も
だ
っ
た
今
は
大

人
の
視
聴
者
」
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
枠
物
語
の
構
造
を
用
い
た
過
去
の
回
想
と
い
う
演
出
は
、
そ
の

後
、
制
作
さ
れ
た
リ
メ
イ
ク
版
の
劇
場
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
『Th

e D
og of 

Flanders

』（
一
九
九
七
）
や
『M

ARU
KO

母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
』（
一
九

九
九
）
で
も
使
用
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
リ
メ
イ
ク
と
い
う
性
格
上
、
過
去

作
品
を
踏
ま
え
な
が
ら
新
た
な
解
釈
の
作
品
を
つ
く
る
と
い
う
姿
勢
は
当

然
で
あ
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
過
去
作
品
へ
の
志
向
、
い
い

か
え
れ
ば
「
世
界
名
作
劇
場
」
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
路
線

を
最
初
に
提
示
し
た
の
は
、
前
作
『
愛
の
若
草
』
や
シ
リ
ー
ズ
の
代
表
作

『
ア
ン
』
を
取
り
い
れ
る
形
で
、「
名
作
路
線
」
を
内
包
し
な
が
ら
、
新
た

な
世
代
を
対
象
と
し
た
作
品
を
作
り
上
げ
た
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
は
、「
世
界
名
作
劇
場
」
シ
リ
ー
ズ
に

お
け
る
転
換
点
の
一
つ
で
あ
り
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
間
を
つ
な
ぐ
連
綿

と
し
た
つ
な
が
り
を
象
徴
す
る
作
品
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
共
通
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
、

第
一
九
作
『
若
草
物
語　

ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生
』
を
次
の
三
つ
の
点
か
ら

分
析
し
た
。
一
点
目
は
前
作
『
愛
の
若
草
』
と
の
連
続
性
と
分
離
で
あ
る
。

二
点
目
は
『
ア
ン
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
み
る
「
名
作
路
線
」
の
内
包
で
あ

る
。
そ
し
て
三
点
目
は
、
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
と
い
う
世
代
が
異
な
る
二
人
の

女
性
の
主
人
公
化
、
及
び
枠
物
語
の
構
造
を
用
い
た
過
去
の
回
想
と
い
う

演
出
に
、
本
作
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
次
の

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
本
作
が
過
去
の
「
世
界
名
作
劇
場
」

作
品
、
い
い
か
え
れ
ば
本
シ
リ
ー
ズ
で
形
成
さ
れ
た
外
国
の
児
童
文
学
を

日
本
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻
案
す
る
規
格
と
し
て
の
「
名
作
路

線
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
世
代
に
向
け
た
新
た
な
作
品
を
作
り

上
げ
た
こ
と
、
特
に
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
過
去
作
品
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

志
向
の
要
素
を
初
め
て
導
入
し
た
点
で
、
一
つ
の
転
換
点
を
な
す
こ
と
だ
。

こ
う
し
た
過
去
作
品
と
の
共
通
点
や
相
違
点
か
ら
み
ら
れ
る
本
作
の
特
徴

は
、「
世
界
名
作
劇
場
」
が
、
一
つ
一
つ
は
別
個
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
も
、

同
じ
制
作
会
社
が
作
っ
た
商
業
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
連
綿
と
し
た
つ

な
が
り
を
も
ち
、
そ
う
し
た
つ
な
が
り
が
「
名
作
路
線
」
と
い
わ
れ
る
シ

リ
ー
ズ
の
規
格
を
作
り
上
げ
、
拡
張
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
共
通
性
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
、
物
語
の
翻
案
の
さ
れ
方
だ
け
で
は
な
く
、
商
業
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
枠
組
み
の
特
性
、
及
び
ス
タ
ッ
フ
や
声
優
と
い
っ
た
制
作
者
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も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
商
業
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
様
々
な
制
約
や
背
景
の
う
え
に
作
ら
れ
る
。
ま
た

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
は
総
合
芸
術
の
面
も
あ
り
、
絵
・
脚
本
・
演
出
・
動

き
・
背
景
・
音
楽
・
声
な
ど
、
多
様
な
要
素
か
ら
一
つ
の
作
品
が
構
成
さ

れ
る
た
め
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
み
で
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
の

分
析
結
果
は
、
従
来
の
翻
案
・
受
容
研
究
で
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ

れ
ら
の
要
素
も
、
外
国
の
児
童
文
学
を
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻
案

す
る
規
格
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
必
要
性
を
示
唆
す
る
。

と
り
わ
け
顕
著
だ
っ
た
の
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
声
優
の
影
響

力
の
大
き
さ
だ
。
声
優
は
、
異
な
る
作
品
に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
。
加
え
て
声
の
要

素
は
、「
世
界
名
作
劇
場
」
に
留
ま
ら
ず
、
同
じ
原
作
の
別
の
翻
案
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
小
公
女
セ
ー
ラ
』（
一
九
八
五
）
で
セ

ー
ラ
と
ミ
ン
チ
ン
を
務
め
た
島
本
須
美
（
一
九
五
四
―
）
と
中
西
妙
子
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
映
画
『
小
公
女
』（Th

e Little Princess 
一
九
八
六
）
の

吹
き
替
え
版
で
も
同
じ
役
を
担
当
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
点
に

も
着
目
し
つ
つ
、「
世
界
名
作
劇
場
」
の
作
品
群
の
共
通
性
を
探
っ
て
い

き
た
い
。

参
考
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ア
ン
』、
本
橋
浩
一
制
作
、
高
畑
勲
監
督
、
山
田
栄
子
、
北
原
文
枝
、

五
〇
話
、
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
一
九
七
九
年

『
愛
の
若
草
物
語
』、
本
橋
浩
一
制
作
、
黒
川
文
男
監
督
、
潘
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葉
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ョ
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三
年

注1  

作
品
一
覧
は
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。（
日

本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
世
界
名
作
劇
場　

作
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介
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日
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ア
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メ
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ョ
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会
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公
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ホ
ー
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ペ
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w
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anim
ation.co.jp/w

ork/m
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二
〇
二
一
年
一
二
月
三
日
参
照
。）た

だ
し
「
日
曜
夜
七
時
三
〇
分
」
の
「
世
界
名
作
ア
ニ
メ
」
の
定
義
は
、
版

権
な
ど
の
点
か
ら
諸
説
あ
る
。
特
に
一
九
七
四
年
に
放
送
さ
れ
た
『
ア

ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』（
以
降
『
ハ
イ
ジ
』）
は
、
版
権
が
異
な
る
た
め

狭
義
の
定
義
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
傾
向
を
検
証
す
る
場
合
、

そ
の
方
向
性
を
提
示
し
た
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
。
筆

者
も
外
国
の
児
童
文
学
を
日
本
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
翻
案
す

る
規
格
と
し
て
の
「
世
界
名
作
劇
場
」
に
言
及
す
る
際
は
こ
の
立
場
を

と
る
。
後
述
の「
名
作
路
線
」に
お
い
て
も
、『
ハ
イ
ジ
』は
包
含
さ
れ
る
。

2  

二
〇
二
一
年
一
二
月
時
点
で
、『
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
』、『
ペ
リ

ー
ヌ
物
語
』が
放
送
さ
れ
て
い
る
。（
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン「
放
送
情
報
」、

『
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』、https://

w
w

w.nipponanim
ation.co.jp/broadcast/.television/. 

二
〇
二
一
年
一
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二
八
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参
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3  
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・
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リ
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選
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」、『
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セ
ブ
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』
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九
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、
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号
、
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学
館
、
七
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頁
、
二
〇
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年

4  

デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
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ら
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ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
」
ス
ケ
ボ
ー
娘
の
メ

ダ
ル
獲
得
で
再
び
脚
光 

グ
ッ
ズ
モ
テ
モ
テ
」、Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス
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〇

二
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年
七
月
二
八
日
配
信
、
二
〇
二
一
年
八
月
三
一
日
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手
、https://

	
news.yahoo.co.jp/articles/407137ab403fed4044005ebb09a3e2d398ae37ae. 

5  

清
水
友
理
「
研
究
ノ
ー
ト
：「
世
界
名
作
劇
場
」
研
究
の
意
義
と
方
法

―
国
境
を
超
え
る
児
童
文
学

―
」、『
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
』、
第
六
号
、

成
城
大
学
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
四
―
九
五
頁
、
二
〇
一

九
年

６
『
ハ
イ
ジ
』
や
『
ア
ン
』
の
監
督
を
務
め
た
高
畑
勲
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の

傾
向
を「
名
作
路
線
」と
称
し
、
次
の
論
考
に
ま
と
め
た
。（
高
畑
勲「
名

作
路
線
の
出
発〝
テ
レ
ビ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」、
高
畑
勲『
映

画
を
作
り
な
が
ら
考
え
た
こ
と
』、
徳
間
書
店
、
四
六
―
五
一
頁
、
一

九
九
一
年
）

7  

清
水
「「
世
界
名
作
劇
場
」」
一
九
五
―
九
六
頁

8  

『
小
公
女
セ
ー
ラ
』（
一
九
八
五
）
を
中
心
に
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
形

態
に
の
っ
と
っ
て
作
ら
れ
た
物
語
の
あ
り
方
や
受
容
の
さ
れ
方
を
分
析

し
た
。（
畠
山
兆
子
「
原
作
と
映
像
再
話
に
よ
る
受
容
者
の
物
語
理
解
と

予
測
の
考
察
：
完
訳
『
小
公
女
』
の
読
書
体
験
が
あ
る
大
学
生
の
場
合
」

『
梅
花
女
子
大
学
現
代
人
間
学
部
紀
要
』
第
九
号
、
梅
花
女
子
大
学
、 

七

九
―
九
〇
頁
、
二
〇
一
二
年
な
ど
）

9  

放
送
当
時
の
「
世
界
名
作
劇
場
」
の
受
容
の
さ
れ
方
を
、
原
作
の
特

徴
に
も
着
目
し
な
が
ら
、
七
〇
年
―
九
〇
年
代
の
日
本
の
時
代
背
景
と

視
聴
者
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。（
ひ
こ
・
田
中
「
五
章　

世
界
名

作
劇
場
」、
ひ
こ
・
田
中
『
ふ
し
ぎ
な
ふ
し
ぎ
な
子
ど
も
の
物
語
：
な

ぜ
成
長
を
描
か
な
く
な
っ
た
の
か
』、
光
文
社
、
二
三
八
―
二
七
四
頁
、

二
〇
一
一
年
）

10 

ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ
ト
『
第
三
若
草
物
語
』、
吉
田
勝
江
訳
、

角
川
書
店
、
一
五
六
頁
、
二
〇
〇
八
年

11 

佐
藤
景
一
編
『
思
い
出
の
世
界
名
作
劇
場
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
』、

双
葉
社
、
九
二
頁
、
二
〇
〇
三
年

12 

ち
ば
か
お
り
『
世
界
名
作
劇
場
シ
リ
ー
ズ
、
メ
モ
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
：

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
』、
新
紀
元
社
、
三
五
四
頁
、
二
〇
一
〇
年 

13 

ち
ば
か
お
り
『
世
界
名
作
劇
場
シ
リ
ー
ズ
、
メ
モ
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
：

ア
メ
リ
カ
＆
ワ
ー
ル
ド
編
』、
新
紀
元
社
、
一
六
二
頁
、
二
〇
〇
九
年

14 

ち
ば
『
ア
メ
リ
カ
＆
ワ
ー
ル
ド
』
三
二
七
頁

15 

ち
ば
『
ア
メ
リ
カ
＆
ワ
ー
ル
ド
』
一
二
三
頁

16 

第
三
四
話
「
雪
の
日
の
使
者
」
の
ジ
ョ
ン
の
葬
儀
の
場
面
で
姿
が
映

る
の
み
で
あ
る
。

17 

太
田
修
編
『
若
草
物
語
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生 (N

ew
type illustrated 

collection)

』、
角
川
書
店
、
一
六
九
頁
、
一
九
九
四
年

18 

太
田
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
一
七
三
頁

19 

こ
の
写
真
は
『
愛
の
若
草
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
の
写
真
を
彷
彿
と

さ
せ
る
が
、
絵
は
本
作
の
た
め
書
き
お
ろ
し
た
も
の
な
の
で
人
物
配
置

も
背
景
も
異
な
る
。

20 

「
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
」
第
一
話
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル

21 

同
右

22 
ナ
ン
の
登
場
編
は
四
話
ま
で
だ
が
、
三
―
四
話
は
二
話
連
続
の
物
語
で
、

内
容
も
ナ
ン
が
行
方
不
明
に
な
る
と
い
う
緊
張
感
の
あ
る
も
の
な
の
で
、

雰
囲
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
挿
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

23 

ち
ば
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
三
五
一
頁
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24 

太
田
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
一
六
三
頁

25 

ち
ば
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
三
五
六
頁

26 

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
第
一
話

27 
同
右

28 
佐
藤
景
一
編
『
思
い
出
の
世
界
名
作
劇
場
』
九
二
頁

29 
オ
ル
コ
ッ
ト
『
第
三
若
草
』
二
五
六
―
二
九
二
頁

30 

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
第
四
話

31 

同
右

32 

同
右

33 

ア
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
編
集
「【
対
談
】
監
督
楠
葉
宏
三
×
脚
本
島
田
満

（
二
）」、『
若
草
物
語　

ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
巻
、
二
〇
〇

二
年

34 

太
田
『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
一
六
二
頁

35 

『
ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
』
第
一
話

36 

同
右

37 

ア
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
編
集
「【
対
談
】
監
督
楠
葉
宏
三
×
脚
本
島
田
満

（
四
）」、『
若
草
物
語　

ナ
ン
と
ジ
ョ
ー
先
生
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
四
巻
、
二
〇
〇

二
年


